































新AOは水平分光器観測室に設置する約 3m  1mの光学定盤の上に搭載される (下図
および p6参照)。望遠鏡の主光路から鏡で光をAOに導き、形状可変鏡と可動鏡の上には
それぞれ 2組の軸外し放物面鏡によって鏡と同サイズの瞳像をつくる。AOで波面補正さ
れた光は、切り替えミラーによって水平分光器または垂直分光器を選択し、分光器スリッ
ト面に元と同じスケールの太陽像として戻される。光はすべて鏡を用いてリレーすること
により色収差の発生を防いでいる。垂直分光器に光を戻すまでには計 16回の反射を繰り
返すが、折り曲げ鏡には超高反射コーティングを施すことにより、最大のスループットを
実現する。
2011年度のAO製作にむけた準備は整った。
(一本 潔 記)
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